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　「児島虎次郎を偲ぶ絵画展」に、市内の小学校 16 校、中学校７校から 1215 点の出品がありました。児島賞
入賞作品と渡辺賞、佳作の入賞者を紹介します（敬称略）。なお、入賞作品をはじめ 296 点を、２月２日㈰まで
成羽美術館で展示しています（本展のみ観覧の場合は無料）。

　　　　　　　　　　　　　　　■問い合わせ　成羽美術館（☎�４４５５）

児島虎次郎を偲
しの

ぶ絵画展

児島賞 （金賞）

三
み

宅
やけ

 陽
はる

輝
き

（川上小 1 年）、榎
え

並
なみ

 由
ゆい

華
か

（西山小 2 年）、家
いえ

近
ちか

 龍
りゅう

之
の

介
すけ

（川面小
3 年）、榎

えのき

 一
かず

葉
は

（川上小 4 年）、羽
は

澤
ざわ

 
菜
な

生
お

（有漢東小 5 年）、藤
ふじ

井
い

 皓
こう

太
た

（川
面小 6 年）、赤

あか

埴
はに

 玲
れ

実
み

菜
な

（備中中 1
年）、大

だい

福
ふく

 綾
あや

夏
か

（成羽中 2 年）、難
なん

波
ば

 
ことみ（成羽中 3 年）

「わーい、トマトだ！」
葉
は

廣
びろ

 煌
きら

（有漢東小１年）

「元気いっぱいYOSAKOIソーラン」
平
ひら

田
た

 さくら（落合小４年）

渡辺賞 （銀賞）

佳　作
〔小学 1 年〕 平松 嵩健（川上）、金髙 良太（成羽）、花田 琴音（中井）、谷 美悠（松原）　〔小学 2 年〕 仲岡 優大（川面）、辻 渚（西

山）、青木 千歩（巨瀬）、道平 采幸（落合）、室 竜矢（落合）、瀧川 瑠希也（落合）、竹井 准（落合）、廣兼 和真（落合）　〔小
学 3 年〕 三宅 悠一朗（川上）、黒岩 愛唯（西山）、内藤 幸哉（中井）、花田 眞大（中井）、岡村 大地（松原）、芳賀 智哉（富家）、
西井 梨（落合）　〔小学 4 年〕 平松 那菜（川上）、渡邉 歩乃佳（川上）、鈴木 誠弘（中井）、日名 和希（松原）、冨弥 未沙（福
地）、熊本 千夏（落合）、野口 舞（落合）、森本 洸（落合）　〔小学 5 年〕 佐藤 弘樹（高梁）、和田 愛梨（中井）、荒木 大地（中井）、
若森 脩弥（松原）、難波 光（巨瀬）、平松 元輝（巨瀬）、末藤 光貴（落合）　〔小学 6 年〕 武田 泰河（川上）、藤井 玲穏（川上）、
山根 優花（成羽）、伊達 恋楓（川面）、村上 智哉（川面）、秋山 開（高梁）、塩田 なつき（中井）、山下 直起（福地）、小林 竜
也（落合）、東 陽花梨（松原）　〔中学 1 年〕 吉田 那優（有漢）、黒川 佳津（高梁）、髙木 玲南（成羽）、髙見 莉奈（備中）、元
石 恵理奈（川上）　〔中学 2 年〕 森脇 理子（有漢）、赤木 沙菜（高梁）、木安 朱音（高梁）、本倉 佳世子（高梁）、芳賀 祥浩（備中）、
宮本 朋実（備中）　〔中学 3 年〕 増岡 修（有漢）、三村 桂子（高梁）、久山 亜美（高梁東）、山下 隼暉（成羽）、江草 なな子（備
中）、折口 実穂（川上）、川上 姫奈（川上）　　　　　　　　　　　　　　　　　　� 　　　　　　　　　（敬称略）

（　）は学校名

「きれいな花火」
甲
こう

平
びら

 千
ち

恵
え

（成羽小２年）

「中井せんだん太こ」
荒
あら

木
き

 颯
はや

斗
と

（中井小３年）

「秋が始まった方谷園」
吉
よし

田
だ

 和
かず

真
ま

（中井小６年）

「夏野菜」
渡
わた

辺
なべ

 真
ま

帆
ほ

（成羽中１年）

「ひまわり畑の人」
堀
ほり

江
え

 由
ゆ

佳
か

（成羽中２年）

「門のある風景」
平
ひら

松
まつ

 史
ふみ

枝
え

（備中中３年）

「組体操初めての一気立ち成功だ !!」
大
おお

塚
つか

 扇
あお

音
ね

（落合小５年）
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頃
（
一
六
八
八
〜
一
七
〇
四
）
に
は
、
長

さ
二
三
間
で
家
数
一
五
軒
、
小
高
下

谷
川
側
に
家
数
一
三
軒
と
記
録
し
て

い
ま
す
。
石
川
総ふ
さ

慶よ
し

時
代
﹇
正
徳
元
年

（
一
七
一
一
）〜
延
享
元
年（
一
七
四
四
）﹈

に
は
、
一
一
軒
及
び
一
棟
長
屋
二
が
あ

っ
た
こ
と
が
「
松
山
城
下
絵
図
」・「
松

山
家か
ち
ゅ
う
や
し
き
お
ぼ
え

中
屋
敷
覚
」（
市
図
書
館
）に
記
録
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
幕
末
に
は
、
知

行
五
〇
石
〜
一
二
〇
石
取
の
家
中
屋
敷

二
三
が
あ
っ
た（「
松
山
城
下
屋
敷
図
」＝

市
図
書
館
）こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

こ
の
町
の
西
側
北
の
角す
み

に
あ
る
新
撰

組
隊
士
と
な
っ
た
谷
三
十
郎
・
万
太
郎
、

昌
武
の
生
家
で
直じ
き

心し
ん

流
の
指
南
役
だ
っ

た
と
い
わ
れ
る
父
、
谷
三
治
郎
の
家
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
谷
川
通
り

に
は
、
順
正
女
学
校
の
創
立
者
の
一
人

で
福
西
志し

計げ

子こ

（
志
計
）
の
生
家
、
福
西

郡
左
衛
門
の
家
が
、
そ
の
隣
に
は
山
田

安
五
郎
（
方
谷
）
の
家
と
進
し
ん
し
ょ
う
い
ち
ろ
う

昌
一
郎
（
鴻こ
う

渓け
い

）の
家
が
並
ん
で
い
ま
し
た（「
昔
夢
一

班
」）。

　

山
田
方
谷
は
、
藩
校
有
終
館
の
学
頭

で
し
た
が
、
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）、

こ
の
「
御
前
丁
」
北
側
の
小
高
下
谷
川

沿
い
に
屋
敷
を
賜
っ
て
、
天
保
九
年

（
一
八
三
八
）、
自
分
の
屋
敷
を
使
っ
て

家
塾
「
牛
ぎ
ゅ
う

麓ろ
く

舎し
ゃ
」
を
開
き
、
学
頭
と
な
っ

て
漢
学
を
教
え
て
い
ま
す
。
塾
生
は
い

つ
も
数
十
人
い
た
と
い
わ
れ
、
中
で
も

進
昌
一
郎
や
三
島
中
洲
、
そ
し
て
越
後

の
河
井
継
之
助
な
ど
が
こ
こ
で
学
ん
で

い
ま
す
。
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）、
方

谷
が
元も
と

締じ
め

役
兼
吟ぎ
ん

味み

役
と
な
っ
て
藩
政

改
革
に
全
力
を
挙
げ
る
ま
で
の
一
三
年

間
、
学
頭
を
務
め
た
後
、
三
島
中
洲
が

塾
長
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
名
の
由
来
と
な
っ
て
い
る
御
前
神

社
は
、
以
前
小
高
下
の
泉
が
丘
に
あ
っ

て
、
御
前
大
明
神
と
い
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
元げ
ん

和な

七
年
（
一
六
二
一
）
初
代
藩
主

池
田
長な
が

幸ゆ
き

が
現
在
地
に
遷
座
し
た
と
い

わ
れ
、
幕
末
の
天
保
一
〇
年（
一
八
三
九
）

の
大
火
で
焼
失
し
た
の
で
、
弘
化
二

年
（
一
八
四
五
）
に
板
倉
勝か
つ

職つ
ね

が
再
建

し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
再
び
慶

応
二
年
（
一
八
六
六
）、
火
災
に
遭
っ
た

た
め
、
現
在
の
社
殿
は
明
治
一
四
年

（
一
八
八
一
）
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
す
。

仁
治
元
年
（
一
二
四
〇
）、
秋
庭
三
郎
重

信
が
松
山
城
に
砦
を
築
い
て
以
来
、
松

山
城
の
鎮
守
と
し
て
代
々
の
城
主
の
崇

敬
を
受
け
た
神
社
な
の
で
す
。
社
伝
に

は
、「
創
建
は
宝ほ
う

亀き

六
年（
七
七
五
）八
月

に
吉き
び
の
ま
き
び

備
真
備
が
唐
か
ら
無
事
帰
国
で
き

た
こ
と
に
対
し
て
の
神し
ん

恩お
ん

に
報
い
、
徳

に
謝
す
る
た
め
に
建
立
し
た
」
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
「
御
前
神
社
」
は
備
前
・
備
中
・
備
後

に
多
く
分
布
し
て
い
る
と
い
わ
れ
、
そ

れ
は
古
代
吉
備
の
国
の
領
域
だ
っ
た
と

考
え
ら
れ
、
吉
備
の
国
の
一
い
ち
の
み
や宮だ
っ
た
、

吉
備
津
神
社
に
祭
ら
れ
て
い
る
丑う
し

寅と
ら

御

前
（
外げ

陣じ
ん

の
四
隅
に
御
前
諸
神
が
祭
ら

れ
、「
吉
備
国
征
服
の
伝
説
」
に
よ
る
怨お
ん

念ね
ん

を
晴
ら
す
神
（「
岡
山
県
史
」
中
世
Ⅰ
）

を
勧か
ん

請じ
ょ
うし

た
神
社
で
、「
御
前
」は「
ミ
サ

キ
」
と
も
読
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。
境
内

に
は
水み
ず

廻ま
わ
り

神
社
、
御み

子こ

神
社
な
ど
六
つ

の
末
社
が
合
祀
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
参
道
登
り
口
に
は
、
鐘
し
ょ
う

撞と
う

堂ど
う

が
建
っ
て
い
ま
す
。
慶
安
四
年

（
一
六
五
一
）
に
藩
主
水み
ず
の
や谷

勝か
つ

隆た
か

が
城
下

の
士し

庶し
ょ

に
十
二
時
候
を
教
え
る
た
め
、

矢
掛
の
冶や

工こ
う

、
高た
か
く
さ
ひ
こ
の
じ
ょ
う

草
彦
之
丞
に
鋳
造
さ

せ
建
立
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
朝

六
ッ
時
、
暮
六
ッ
時
な
ど
を
定
め
、
報

時
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
ま
し
た
（「
昔
夢
一

班
」）。
鐘
撞
堂
の
南
隣
（
美
濃
部
坂
を
登

っ
た
と
こ
ろ
）
に
は
、
一
棟
長
屋
が
あ
っ

て
、
吉
岡
浅
五
郎
・
藤
本
又
兵
衛
・
木

口
庄
助
な
ど
の
報
時
を
担
当
し
て
い
た

武
士
の
名
が
見
ら
れ
（「
松
山
城
下
屋
敷

図
」）、
誰
で
も
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、

大
変
責
任
の
あ
る
重
職
だ
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
御
前
神
社
が
地
名
の
由

来
と
な
っ
た
「
御
前
町
」
は
、
松
山
城
下

時
代
に
は
重
要
な
武
家
町
だ
っ
た
こ
と

が
分
か
る
の
で
す
。（

文
・
松
前
俊
洋
さ
ん
）

　
「
御お
ん

前ざ
き

町
」
は
秋
葉
山
（
一
六
〇
㍍
）
の

西
麓
に
位
置
す
る
町
通
り
で
、
北
は
小

高
下
谷
川
、
南
は
頼
久
寺
か
ら
美
濃
部

坂
を
上
が
っ
た
場
所
ま
で
の
間
に
あ
る

南
北
に
通
る
町
筋
で
、
江
戸
時
代
の
松

山
城
下
町
時
代
に
は
、
家
中
屋
敷
町
の

一
つ
で
「
御
前
丁
」
と
表
記
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

当
時
の
「
御
前
丁
」
は
、「
水
谷
史
」・

「
御
家
内
之
記
」
に
よ
る
と
、
元
禄
初
年

地
名
を
あ
る
く

九
十
二  　　
　

 

御 

前 

町
御前神社参道付近から北方向に御前町通りを見る。右上が鐘撞堂


